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                           令和 4年 10月 6日 

                       久寺地区地域会議議事務局 

令和 4年度第 2回久寺家地区地域会議 議事録 

【1】日時：令和 4年 10月 2日（日） 13：00～15：10 

【2】場所：久寺家近隣センター 多目的ホール 

【3】出席者：14団体 21名 

・委員：久寺家地区まちづくり協議会（4 名）、久寺家自治会、久寺家三菱自治会、久寺家二丁目

自治会、久寺家マンション自治会、土谷津町会、日新自治会、久寺家三菱子ども会、久寺家二丁目 

・子ども会、久寺家地区民生・児童委員、社会福祉法人栄興会つくし野荘、地域会議事務局（3名） 

・随時参加委員：久寺家よりみちサロン、NPO法人みんなの広場風、久寺家生活お助け隊(兼務) 

・陪席：我孫子市市民協働推進課（2名）、 

・欠席：久寺家まちづくり協議会（1 名）、久寺家子ども会、久寺家地区・民生児童委員（2 名）、

消防団第九分団、北地区社会福祉協議会 

【4】議事内容（要旨） 

初参加各委員の自己紹介を行ない、事務局より配布議事次第に沿ってテーマを絞った情報交換会

議とする旨説明の後議事に入った。  

1.市民協働推進課の取り組み状況について 

 市民協働推進課より、コロナ感染防止への対応は県方針に準じて消毒、マスク、間隔確保等これまで

の方法を継続している、久しぶりの湖北地区まち協の祭りは盛況であった、振り込め詐欺が多発要

注意、9月開催「市民の力祭り」の報告。今年度から、市では地域コーディネーター養成講座を開催

し、地域活動を担える人材育成に取り組んでいる。最後に土谷津地区道路拡幅工事は 11月より北側

着工、南側は来年度の見込み等の報告があった。 

2.議事 

（1） コロナ感染第 7波も終息傾向がみられる中で、今年度イベント計画実施状況  

まち協をはじめとした参加諸団体の主な取り組み、コロナ禍下での対処に関して意見交換した。 

① まち協 3 大祭りは、夏祭りを中止し秋の収穫祭はコロナ感染に配慮した縮小体制で実施予定。 

② 本年度発足の地域交流委員会は、ボランティアの参加を得て夏休みこども映画会、ラジオ体操
会を実施、今後芋ほり会、書初め会、みんなで歌う会、麻雀大会を開催予定。 

尚、地域会議補助金で始めた子ども参加行事を補助金に依存せずに、まち協での予算化を検討

中。各自治会子供会が活動凍結状況にある現状を踏まえて、自治会がかって行っていた子ども

会助成金を地域交流委員会の子供向け活動への充当をぜひ検討願いたいとの要望があった。ま

た、若い世帯は両親とも働いている方も多いので、母親に限定せずにイベント企画、運営など

に父親の参加もお願いしたいとの提案があった。 

③ 各団体の活動状況について 

各団体の報告要旨は以下の通りであった。 

〇みんなの広場風：メンバーの心身向上に向けて、週 1回のミニレクリエーション、月 2回の

スポーツレクリエーション実施、子供食堂の活動にも参画している。久寺家地域でもメンバー
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との挨拶・声掛などで支援・交流を願う。 

〇つくし野荘：感染予防で外部との接触は避け、面会も窓越、そのために孤立気味。感染減に

なったら地域行事に復帰したい。 

〇久寺家三菱自治会：クリーンデーで側溝清掃、1年生と 6年生に入学卒業祝いを実施。 

〇久寺家 2丁目自治会：若い世代が 3世帯増加。10月クリーン作戦実施。 

〇久寺家マンション自治会：高齢者多く、若い人との交流会など模索。1 階高齢者住居の前庭

の手入れが出来ていない、お助け隊の協力を相談したい。 

〇土谷津町会：地域の祭り中止。 

〇久寺家自治会：4月に 5世帯増加、うち 3世帯が自治会加入、昔からの「区」と「自治会」

が併存し、むつかしい面がある。11月に鷲神社の三の酉まであるので参詣を。 

（2） 久寺家地域内の大規模土木事業に関する情報共有、安全確保等要望事項 

久寺家自治会長より、柏市のデーターセンター建設は、久寺家通りの大型車 1日 4台の通行規

制、通学時間帯を避けるなど監視継続。完成後の雇用 3,000 人とのことで、業務・通勤車両へ

の対策が課題。 

（3）みまもりや生活支援を要する高齢者、発災時の避難要支援者への地域対応  

〇自治会の安否情報把握状況は、三菱自治会実施済みで毎年継続、班長が情報把握、緊急時に使

用。2丁目自治会は今年度は新しく入居してきた世帯のみ実施との報告。 

〇民生委員より活動状況の紹介があり、2025 年にピークを迎える高齢者が地域でどのようにつ

ながりを維持するかのサポートが大きな問題で、挨拶、会合参加など地域内交流の厚みを増すこ

とが大切との意見。 

〇よりみちサロン風代表より、サロンは地域交流、見守り拠点として開設され、現在体操、きら

めきサロンと合わせ毎月延べで 300 名程度の参加がある等活動報告があった。今後とも歌う会

など人気のイベントで地域の交流を活発化し、また見守り支援に努めて民生委員やなんでも相

談室への紹介などの活動を継続するとの報告があった。 

〇我孫子市推進の「地域包括ケアシステム」につき、市民協働推進課より現状は計画通りに進ん

でいない状況との話があり、委員からも柏市などに比べ遅れているとの意見があった。さらに取

り組み状況を把握して次回会議に報告願うこととした。 

(4)久寺家地区 6自治会による防災活動計画の進捗状況 

① 6自治会協議会事務局より、11 月 13 日実施の合同防災訓練計画の概要が報告され、この後開

催される第 3回協議会で詳細計画が審議決定されるなどが報告された。 

② 久寺家自治会と久寺家三菱自治会との大規模災害時の緊急避難場所提携について、1,4,6班で

水防サポート委員会を結成し実施方法を取りまとめ、11月 13日防災訓練で法蔵寺と青年館へ

の避難訓練を行うことなどが当該委員会より報告された。 

③ 治水対策プロジェクトリーダーより、内水氾濫対策で残る布施新町遊水池の機能改善を柏市と
折衝した経過が報告され、遊水地のヘドロ滞積状況の再調査を依頼したなどの報告があった。 

④ 委員より丘の道側溝のふたが 13 個紛失しているので補修してもらいたいとの要望があり、協

働課より道路課へ要請を願うこととした。 

           以上 


